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＜研究概要＞ 
A) コモンマーモセットの認知機能計測 
中村克樹, 竹本篤史, 木場礼子, 山口智恵子, 三輪美



















部の皮膚温度変化を測定した． Aggressive threat, Coo, 












































































鴻池菜保, 倉岡康冶, 宮地重弘, 中村克樹 
リズム認知および運動リズム制御の脳内機構を明
らかにするため， 健常成人を対象としてリズム記
憶・再生課題遂行中の脳活動を， 機能的 MRI を用い
























発されるさまざまな運動を観察, 記録し, 月齢, 年齢
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